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会津若松市立学校における学習用タブレット端末貸与規程 

（令和３年６月 18日決裁） 

（令和５年２月 13 日決裁） 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、会津若松市が会津若松市立学校（以下「学校」という。）に配置した学習用

タブレット端末の貸与及びその利用に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 学習用タブレット端末は、学校の教育課程に則り、効果的な教育活動を進め、学習内容の

定着及び学力の向上に資することを目的として利用する。 

（貸与物品） 

第３条 この規程により貸与を行う物品は、学習用タブレット本体及びその付属品（以下「学習用

タブレット」という。）とする。 

（貸与対象者） 

第４条 学習用タブレットの貸与を受け、それを利用することができる者は、学校に在籍する児童

生徒及び教職員とする。 

（貸与期間） 

第５条 学習用タブレットの貸与期間は、第 10 条の規定により貸与を受けた日から、貸与を受け

た者（以下「利用者」という。）の在籍する学校の校長（以下「校長」という。）が定める日（以

下「貸与期間終了日」という。）までとする。 

（貸与に係る費用） 

第６条 学習用タブレットは、無償で貸与するものとする。 

（管理） 

第７条 会津若松市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は､学習用タブレットの貸与状況を

常に明らかにするために、校長に学習用タブレット等貸与管理台帳（第１号様式。以下「管理台

帳」という。）を作成させるものとし、利用者の在籍する学校に備えるものとする。 

２ 学習用タブレットの管理責任者は、校長とする。 

３ 管理責任者は、学校において、学習用タブレットの適正な管理業務を行わせるための情報管理

者を指名し、管理業務を行わせることができる。 

４ 教育委員会は、会津若松市情報セキュリティポリシー第 2章 8.2 約款による外部サービスの利

用として、「Google Workspace for Education」を利用するものとする。このほかにも、必要に

応じて購入や実証等で導入するサービスも利用できるものとする。 

（管理責任者の責務） 

第８条 管理責任者は、すべての学習用タブレットが常に最良の状態で利用できるよう、適正に管

理しなければならない。 

２ 管理責任者は、貸与状況に変更が生じたときは、管理台帳に記載するとともに、教育委員会に
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報告するものとする。 

３ 管理責任者は、学習用タブレットの利用が適正に行われるために、利用状況を把握し、必要に

応じ、利用者に対する指導、助言を行う。 

４ 管理責任者は、次の各号に該当する場合は、事前に学習用タブレットアプリ等使用申請書（第

２号様式）を提出し、教育委員会の許可を得て必要なアプリケーションソフトウェアのインスト

ールを行い、利用者に利用させることができる。 

⑴ 第２条の目的を達成するために有益なものであること。 

⑵ 信頼できるものであること。 

⑶ 有料である場合は、事前に教育委員会と予算について協議済みであること。 

５ 管理責任者は、定期的に学習用タブレットを点検し、不要なデータ等はその都度削除する。 

６ 管理責任者は、学習用タブレットに障害・事故等が発生したときは、速やかに教育委員会に連

絡しなければならない。 

（保証） 

第９条 児童生徒の保護者（親権者又は未成年後見人をいう。）は、児童生徒が学習用タブレット

を利用するに当たり、この規程により利用者が負担することとなる債務について、保証しなけれ

ばならない。 

 （貸与） 

第 10 条 管理責任者は、児童生徒に学習用タブレットの貸与を行う場合は、学習用タブレット等

利用承諾書（第３号様式）を、教職員に当該貸与を行う場合は、学習用タブレット等利用承諾書

（第４号様式）を提出するよう、それぞれ求めるものとする。 

（貸与物品の変更） 

第 11 条 教育委員会は、必要があると認めるときは、貸与する学習用タブレットを変更すること

ができる。 

（貸与物品取扱い） 

第 12 条 利用者は、教育委員会及び管理責任者の指導に従い、細心の注意をもって学習用タブレ

ットを取り扱わなければならない。 

２ 利用者は、学習用タブレットの所有者が教育委員会であることを理解し、その利用を適正に行

うとともに、貸与中の毀損、紛失及び盗難等の防止に十分注意し、次の各号による禁止事項を遵

守しなければならない。 

⑴ 学習用タブレットを利用者以外の者（利用者を指導する教職員を除く。）に利用させ、又は

転貸すること。 

⑵ 学習用タブレットを学校内で利用する場合は、校内に設置された教育系 Wi-Fi その他の信

頼できる Wi ｰ Fi 以外のネットワークに接続すること。 

⑶ 学習上必要のない Web サイトを閲覧することや、各種サービスを利用するためのアカウン

トＩＤ、パスワードを漏洩したり、個人的なメールアドレスやアカウント ID 等を使用したり

すること。 
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⑷ 学習用タブレットに管理責任者の許可なくアプリケーションソフトウェアをインストール

したり、ハードウェア、ソフトウェアの設定変更や不正な制限解除、改造をしたりすること。 

⑸ 管理責任者の許可なくソーシャル・ネットワーキング・サービスを利用したり、個人のク

レジットカード情報等の個人情報を入力したりすること。 

⑹ 学習用タブレットを売却し、担保の設定をし、廃棄し、又は故意に破損すること。 

⑺ 学習用タブレットに装飾等を行い、貸与時の状態に戻せないようにすること。 

⑻ 学習用タブレットを第２条の目的以外に利用すること。 

⑼ 学習用タブレットを利用して第三者に危害を加えること。 

⑽ その他教育委員会や学校が別に定める学習用タブレット活用のルール等に反する行為を行う

こと。 

３ 利用者は、教育委員会又は管理責任者から学習用タブレットの管理に当たり必要な指示があっ

た場合は、その指示に従わなければならない。 

（遵守及び同意） 

第 13 条 前条に規定するもののほか、利用者は、次に掲げる事項を遵守又は同意して学習用タブ

レットを利用しなければならない。 

⑴ 学校外での教育活動等のために学習用タブレットを校外に持ち出す場合には、利用者は管理

責任者の許可を得なければならない。その場合において、利用者は、引率者（教職員等）の指

導・管理のもと、適切に利用しなければならない。 

⑵ 管理責任者は、利用者が学習用タブレットを貸与された期間に限り、教育委員会又は管理責

任者が利用者の学習履歴等を適切に管理するために利用者の氏名及び学習履歴等をクラウドサ

ービス上で管理すること、必要に応じて学習用タブレットのログイン状況や利用履歴（インタ

ーネットの利用履歴を含む。）を確認することについて利用者の同意を得るものとする。 

⑶ 管理責任者は、利用者が学習用タブレットを利用して作成したデータを原則として学習タブ

レット内に保存せず、利用者に割り当てられたクラウドサービス上へ保存することについて利

用者の同意を得るものとする。 

（在籍校以外の場所での経費） 

第 14 条 学習用タブレットの学校以外の場所での利用（充電及び通信）に係る経費は、利用者の

負担とする。 

（経費及び紛失、盗難等の届出） 

第 15 条 利用者（利用者が児童生徒である場合にあっては、その保護者を含む。以下同じ。）は、

学習用タブレットの紛失、盗難又は毀損があったときは、直ちに学習用タブレット等紛失・盗

難・毀損届（第５号様式）を教育委員会に提出しなければならない。 

２ 前項の場合において、紛失、盗難又は毀損の理由が利用者の故意又は第 12 条から前条までの

規定に違反する行為によるものと認められるときは、利用者がその現品若しくは対価により弁償

し、又は修繕等の原状復旧に要する費用を負担しなければならない。 

（損害賠償） 
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第 16 条 利用者は、学習用タブレットの利用に当たり、利用者の責めに帰すべき事由により、市

又は第三者に損害が生じた場合には、その損害を賠償する責任を負う。 

２ 学習用タブレットの利用に当たり、利用者の故意又は過失により個人情報の漏えい等の事故が

生じた場合は、市は、その責任を負わないものとする。 

（貸与物品の返却） 

第 17 条 利用者は、貸与期間終了日までに、学習用タブレットが正常に動作すること及び毀損箇

所がないことを管理責任者又は管理責任者が指定する者とともに確認したうえで、管理責任者に

返却しなければならない。 

２ 利用者は、学習用タブレットの返却時に、第 15 条第２項に規定する学習用タブレットの毀損

が発覚した場合は、利用者の負担において修繕し、又は弁償しなければならない。 

３ 利用者が、第１項に規定する返却日までに学習用タブレットを返却せず、教育委員会からの督

促にも応じない場合は、利用者は、学習用タブレットの価額を弁償しなければならない。 

（貸与の取消し） 

第 18 条 教育委員会は、第５条に規定する貸与期間中であっても、次の各号のいずれかに該当す

る場合は、貸与を取り消すことができる。 

⑴ 利用者が、貸与された学校に在籍しなくなったとき。 

⑵ 学習用タブレットの管理運営において特別な事情が生じたとき。 

２ 利用者は、前項の規定により貸与を取り消されたときは、教育委員会が別に定める日までに、

学習用タブレットを返却しなければならない。 

３ 前条の規定は、第１項の規定により貸与を取り消された場合において準用する。 

（補則） 

第 19条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

附 則 

この規程は、決裁の日から施行する。 

附 則 

この規程は、決裁の日から施行する。 

 



第１号様式（第７条関係）

年度 学習用タブレット等貸与管理台帳 学校名：

小学校入学
年度(西暦)

氏 名

例 G9999 2018 若松 花子 S1805001 aizu12345 R3.06.15

通番
端末

管理番号

利用者
アカウント

（@aibe.ed.jp）
パスワード 貸与年月日 返却年月日 備考



第２号様式（第８条関係） 

年  月  日 

 

会津若松市教育委員会 

学校教育課長 

 

 

学習用タブレットアプリ等使用申請書 

 

 

会津若松市立  学校長         

 

 

 会津若松市立学校における学習用タブレット端末貸与規定第８条により、下記のとおり

申請します。 

記 

 

１ 対象端末   教職員 ・ 児童生徒 

２ アプリ等名称 

 ( 参考 URL 等 ) 

 

（URL                       ） 

３ アプリの概要  

４ 作業希望日      年  月  日 ～     年  月  日 

５ 確認事項 第７条第４項（チェック項目） 

▢（１）第２条の目的を達成するために有益なものであること。 

▢（２）信頼できるものであること。 

▢（３）有料である場合は、事前に教育委員会と予算について協議

済みであること。 

６ その他  

 

  



（表） 

 

第３号様式（第 10条関係） 

 

年  月  日 

 

管理責任者 

 

 

 学習用タブレット等利用承諾書 

 

 

在籍学校名           学校  

 

記入時点学級      年    組  

 

利用者氏名             あ 

 

 

会津若松市立学校における学習用タブレット端末貸与規程第 10 条の規定により、学習用

タブレット端末及びその付属品を借用して利用するにあたり、裏面の遵守・同意事項を守

ることを誓約し、クラウドの利用に関する事項について同意します。 

 

【保護者記入欄】 

 

 

私は、利用者の遵守事項を理解し、利用者が負担すべき債務について、利用者と連帯

して負担することを保証します。 

 

私は、利用者が学習用タブレットで、Google Workspace for Education が提供するサ

ービス及びその他教育委員会・学校が指定する教材等を利用するにあたり、ログインの

ためのアカウントの登録のために氏名を使用し、そのアカウントや授業等で使用・作成

する学習履歴等のデータを学校と教育委員会が連携してそれぞれのクラウドサービス上

で管理することに同意します。 

 

 

               保護者署名               あ 

 

 

 

 

 

 

  



（裏） 

 

学習用タブレット貸与に係る遵守・同意事項 
 

１ 利用者は、学習用タブレットの使用方法及び取扱いについて教育委員会及び管理責任者（校長）の指

導に従い、細心の注意をもって貸与物品を管理しなければならない。 
２ 利用者は、次に掲げる行為をしてはならない。 

(1) 学習用タブレットを利用者以外の者に利用させ、又は転貸すること。 
(2) 学習用タブレットを売却し、担保の設定をし、廃棄し、又は故意に破損すること。 
(3) 学習用タブレットに装飾等を行い、貸与時の状態に戻せないようにすること。 
(4) 学習用タブレットを教育の目的以外に使用すること。 
(5) 学習用タブレットを利用して第三者に対して危害を加えること。 
(6) 学習用タブレットに、管理責任者の許可なくアプリケーション等のソフトウェアをインストールす

ること。 
(7) 教育委員会や学校が別に定める学習用タブレットの利用に関するルール等に反する行為を行うこと。 
(8) その他学習用タブレットの貸与の目的に反すること。 

３ 利用者は、教育委員会又は管理責任者から学習用タブレットの管理運営にあたり必要な指示があった

場合は、その指示に従わなければならない。 
４ 利用者は、次の同意事項に同意すること。 

(1) 教育委員会又は管理責任者が必要に応じて学習用タブレットのログイン状況や利用履歴（インター

ネットの利用履歴を含む。）を確認すること。 
(2) 教育委員会又は管理責任者が利用者の学習履歴等を適切に管理するために、利用者が学校に在籍す

る期間に限り、氏名及び利用者が作成した情報をクラウド上で管理すること。 
５ 学習用タブレットの在籍校以外の場所での利用（充電及び通信）に係る経費は、利用者の負担とする。 
６ 利用者は、学習用タブレットの紛失・盗難があったとき、又はその責めに帰すべき事由により学習用

タブレットが毀損したときは、直ちに学習用タブレット等紛失・盗難・毀損届を教育委員会に提出しな

ければならない。 
７ 前項の場合において、紛失・盗難・毀損の理由が利用者の故意又は２の規定に違反する行為によるも

のと認められるときは､利用者がその現品若しくは対価により弁償し、又は修繕等の原状復旧に要する

費用を負担しなければならない。 
８ 利用者は、学習用タブレットの利用に当たり、利用者の責めに帰すべき事由により、市又は第三者に

損害が生じた場合には、その損害を賠償する責任を負う。 
９ 学習用タブレットの利用に当たり、利用者の故意又は過失により個人情報の漏えい等の事故が生じた

場合は、市は、その責任を負わないものとする。 
10 貸与期間中、次の各号のいずれかに該当する場合は、貸与を取り消されることがある。 

(1) 利用者が、貸与された学校に在籍しなくなったとき。 
(2) 学習用タブレットの管理運営において特別な事情が生じたとき。 

11 利用者は、貸与期間終了日までに、学習用タブレットを返却しなければならない。 
12 利用者は、貸与の決定を取り消されたときは、教育委員会が別に定める日までに、学習用タブレット

を返却しなければならない。 
13 返却に際し、利用者の責めに帰すべき事由による学習用タブレットの毀損が発覚した場合は、利用者

の負担において修繕又は弁償しなければならない。 
14 利用者が、学習用タブレットを返却日までに返却せず、教育委員会からの督促にも応じない場合は、

利用者は、学習用タブレットの価額を弁償しなければならない。 
15 利用者の保護者（親権者又は未成年後見人）は、学習用タブレットの貸与に関し利用者が負担すべき

債務について保証しなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 



（表） 

 

第４号様式（第 10条関係） 

 

年  月  日 

 

管理責任者 

 

 

 学習用タブレット等利用承諾書 

 

 

学校名・職               あ 

 

 

利用者署名               あ 

 

 

会津若松市立学校における学習用タブレット端末貸与規程第 10 条の規定により、学習用

タブレット端末及びその付属品を借用して利用するにあたり、裏面の遵守・同意事項を守

ることを誓約し、クラウドの利用に関する事項について同意します。 

 

 

 

私は、利用者の遵守事項を理解し、利用者が負担すべき債務について負担することを

保証します。 

 

私は、利用者が学習用タブレットで、Google Workspace for Education が提供するサ

ービス及びその他教育委員会・学校が指定する教材等を利用するにあたり、ログインの

ためのアカウントの登録のために氏名を使用し、そのアカウントや授業等で使用・作成

する学習履歴等のデータを学校と教育委員会が連携してそれぞれのクラウドサービス上

で管理することに同意します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（裏） 

 

学習用タブレット貸与に係る遵守・同意事項 
 

１ 利用者は、学習用タブレットの使用方法及び取扱いについて教育委員会及び管理責任者（校長）の指

導に従い、細心の注意をもって貸与物品を管理しなければならない。 

２ 利用者は、次に掲げる行為をしてはならない。 

(1) 学習用タブレットを利用者以外の者に利用させ、又は転貸すること。 

(2) 学習用タブレットを売却し、担保の設定をし、廃棄し、又は故意に破損すること。 

(3) 学習用タブレットに装飾等を行い、貸与時の状態に戻せないようにすること。 

(4) 学習用タブレットを教育の目的以外に使用すること。 

(5) 学習用タブレットを利用して第三者に対して危害を加えること。 

(6) 学習用タブレットに、管理責任者の許可なくアプリケーション等のソフトウェアをインストールす

ること。 

(7) 教育委員会や学校が別に定める学習用タブレットの利用に関するルール等に反する行為を行うこと。 

(8) その他学習用タブレットの貸与の目的に反すること。 

３ 利用者は、教育委員会又は管理責任者から学習用タブレットの管理運営にあたり必要な指示があった

場合は、その指示に従わなければならない。 

４ 利用者は、次の同意事項に同意すること。 

(1) 教育委員会又は管理責任者が必要に応じて学習用タブレットのログイン状況や利用履歴（インター

ネットの利用履歴を含む。）を確認すること。 
(2) 教育委員会又は管理責任者が利用者の学習履歴等を適切に管理するために、利用者が学校に在籍す

る期間に限り、氏名及び利用者が作成した情報をクラウド上で管理すること。 
５ 学習用タブレットの在籍校以外の場所での利用（充電及び通信）に係る経費は、利用者の負担とする。 

６ 利用者は、学習用タブレットの紛失・盗難があったとき、又はその責めに帰すべき事由により学習用

タブレットが毀損したときは、直ちに学習用タブレット等紛失・盗難・毀損届を教育委員会に提出しな

ければならない。 

７ 前項の場合において、紛失・盗難・毀損の理由が利用者の故意又は２の規定に違反する行為によるも

のと認められるときは､利用者がその現品若しくは対価により弁償し、又は修繕等の原状復旧に要する

費用を負担しなければならない。 

８ 利用者は、学習用タブレットの利用に当たり、利用者の責めに帰すべき事由により、市又は第三者に

損害が生じた場合には、その損害を賠償する責任を負う。 

９ 学習用タブレットの利用に当たり、利用者の故意又は過失により個人情報の漏えい等の事故が生じた

場合は、市は、その責任を負わないものとする。 

10 貸与期間中、次の各号のいずれかに該当する場合は、貸与を取り消されることがある。 

(1) 利用者が、貸与された学校に在籍しなくなったとき。 

(2) 学習用タブレットの管理運営において特別な事情が生じたとき。 

11 利用者は、貸与期間終了日までに、学習用タブレットを返却しなければならない。 

12 利用者は、貸与の決定を取り消されたときは、教育委員会が別に定める日までに、学習用タブレット

を返却しなければならない。 

13 返却に際し、利用者の責めに帰すべき事由による学習用タブレットの毀損が発覚した場合は、利用者

の負担において修繕又は弁償しなければならない。 

14 利用者が、学習用タブレットを返却日までに返却せず、教育委員会からの督促にも応じない場合は、

利用者は、学習用タブレットの価額を弁償しなければならない。 

15 利用者の保護者（親権者又は未成年後見人）は、学習用タブレットの貸与に関し利用者が負担すべき

債務について保証しなければならない。 
  



第５号様式（第 15条関係） 

 

年  月  日 

 

会津若松市教育委員会 

 

学習用タブレット等紛失・盗難・毀損届 

 

 

在籍学校名                 学校  

 

利用者氏名              あ 

 

(保護者署名)              あ 

 

 

次の貸与物品を 紛失・盗難・毀損 しましたので、会津若松市立学校学習用タブレッ

ト端末貸与規程第 15 条の規定に基づき、下記のとおり届け出ます。 

 

記 

 

区  分 

（該当に○） 
紛失  ・  盗難  ・  毀損 

対  象 

（該当に○） 

学習用タブレット ・ 電源ケーブル 

 

その他 （             ） 

端末管理番号  

発生年月日  年  月  日 

理由及びその状況並びに今後の対応（できるだけ詳細に記載してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


